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千
秋
公
園
桜
ま
つ
り

４
月
19
日
(水)
▼
30
日
(日)

待
ち
に
待
っ
た
桜
の
季
節
！
　
千
秋
公
園
の
お
花
見
へ
ど
う
ぞ
。
桜

ま
つ
り
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
、
二
の
丸
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
や
開
花
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/in/cm

/sakura/default.htm

問い合わせ

商業観光課tel(８６６)２１１２
�秋田観光コンベンション協会

tel(８２４)８６８６

そ
の
他
の
花
見
会
場(

期
間
は
千
秋
公
園
と
同
じ)

▼
高
清
水
公
園
桜
ま
つ
り

▼
あ
ら
や
さ
く
ら
公
園
観
桜
会

▼
太
平
川
観
桜
会

胡月池

久保田城御隅櫓表門

太平川観桜会で

花見会場でのゴミ捨てマナーの悪さや、過度

な場所取りが問題になっています。みんなが

気持ちよくお花見できるようご協力ください。

４
月
29
日
(土)
▼
５
月
７
日
(日)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

花
や
盆
栽
、
植
木
な
ど
の
市
が
出
展

す
る
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い

っ
ぱ
い
！
　
華
の
里
で
、
春
を
満
喫

し
よ
う
。

◆
花
・
植
木
・
盆
栽
・
苗
木
市

◆
ダ
リ
ア
栽
培
教
室

◆
ダ
リ
ア
染
め
体
験
コ
ー
ナ
ー

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
特
産
品
販
売

◆
お
楽
し
み
抽
選
会
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

(財)
秋
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

tel(

８
２
４)

８
６
８
６

雄
和
華
の
里
エ
リ
ア(

空
港
道
路
沿
い)



ゴールデンウィーク期間中のクアドー
ム ザ・ブーンはイベントもりだくさん！
ご家族、お友だちと一緒にどうぞ。

■５月５日(金)は中学生以下入館無料！　

■展望風呂で菖蒲湯　
５月３日(水)から７日(日)まで

■プールでお楽しみイベント
いずれも午後１時30分～２時30分。
参加無料。参加賞＆景品があります。
①輪投げでフォー！　５月３日(水)
②フリースローに挑戦！　５月４日(木)
③サッカーシュートに挑戦！

５月５日(金)と７日(日)

■レストラン太平の「童っこフェア」
４月29日(土)から５月７日(日)まで
特製お子さまランチなど、メニューが
豊富に！　レストランを利用したお子
さんに、くじ引き(空くじなし)でおも
ちゃが当たります。

開館時間 午前10時～午後８時

入館料
大人500円　中高生400円
小学生以下300円

問い合わせ

クアドームザ・ブーンtel(827)2301

ゴールデンウィークは

秋
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

te
l(

８
２
６)

１
７
１
７

○
平
日
２
千
円

○
土
日
・
祝
日
３
千
円

プ
レ
ー
代

秋
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
グ
リ
ー
ン

te
l(

８
２
９)

０
２
２
３

○
平
日
２
千
800
円

○
土
日
・
祝
日
３
千
800
円

ど
ち
ら
の
ゴ
ル
フ
場
で
も
、
５
回
来
場

で
無
料
券
１
枚
を
さ
し
あ
げ
ま
す

共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

年
間
▼
５
万
円
　
６
か
月
▼
４
万
円

３
か
月
▼
２
万
円

共
通
パ
ス
ポ
ー
ト

※
右
記
の
料
金
に
別
途
利
用
税
400
円
が
必
要

い
よ
い
よ
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン

の
到
来
！
　
秋
田
リ
バ
ー
サ
イ

ド
グ
リ
ー
ン(

仁
井
田)

と
秋
田
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン(

御
所
野)

で
は
、
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
・
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
で
サ
ー
ビ
ス
充
実
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●秋田リバーサイドグリーン(仁井田)
●秋田リフレッシュガーデン(御所野)

手
軽
な
料
金
で

気
軽
に

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

大
森
山
動
物
園

開
園
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

入
園
料

中
学
生
以
下
無
料
　
大
人
500
円

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
千
200
円

ミ
ル
ヴ
ェ

大森山動物園tel(８２８)５５０８問い合わせ

★
エ
サ
や
り
体
験
、
ま
ん
ま
タ
イ
ム
、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
中

春
の
お
出
か
け
は
動
物
園
が
一
押
し
！

ラ
イ
オ
ン
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
か
わ
い
い

赤
ち
ゃ
ん
も
誕
生
。
暖
か
く
な
っ
て
き
て

動
物
た
ち
も
い
っ
そ
う
元
気
で
す
。

チンパンジーのココも
子育て真っ最中。天気
のいい日にはチンパン
ジーの森で会えるかも。

３月６日に生まれたライオンの赤ちゃんたち。お母
さんのミルクですくすく育ってます。猛獣舎前のテ
レビで生中継中！

広報あきた　４月16日号03

▼

▼

▼
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▼
行
政
評
価
の
効
果
的
、
積
極
的
な
活
用

…
市
が
行
う
行
政
活
動
の
成
果
を
検
証

し
、
改
善
に
つ
な
げ
ま
す

▼
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
…
市
職
員
数

を
平
成
二
十
二
年
ま
で
に
二
四
一
人
削

減
し
、
三
、
二
九
三
人
に
し
ま
す(

削
減

率
六
・
八
㌫)

。
た
だ
し
、
市
民
生
活
の

安
全
と
安
心
を
守
る
、
消
防
と
医
療
の

職
員
は
減
ら
し
ま
せ
ん

▼
市
勢
活
性
化
の
た
め
の
推
進
本
部
の
設
置

…
街
の
活
性
化
に
向
け
た
戦
略
的
な
都

市
経
営
の
た
め
の
計
画
立
案
、
事
業
調

整
な
ど
を
行
う
組
織
を
設
置
し
ま
す

(

平
成
十
八
年
四
月
一
日
、
市
勢
活
性

化
推
進
本
部
を
設
置
済
み)

▼(

仮
称)

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整

備
…
市
民
協
働
と
都
市
内
地
域
分
権
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
市
内
七
地
域
へ
の

整
備
を
進
め
ま
す

▼
市
民
協
働
の
推
進
…
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
、
市
民
自
ら
が
取
り
組
み
、

解
決
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す

▼
公
立
保
育
所
の
民
間
移
行
や
ご
み
収
集

業
務
な
ど
の
民
間
委
託

▼
指
定
管
理
者
制
度
の
計
画
的
な
導
入
…

市
の
コ
ミ
セ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文

化
施
設
な
ど
一
〇
二
の
施
設
に
つ
い

て
、
設
置
者
責
任
の
確
保
と
施
設
設
置

目
的
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
市
民
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経
費
の
縮
減

な
ど
を
は
か
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制

度
の
計
画
的
な
導
入
を
進
め
ま
す

▼
公
共
施
設
の
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
…
市
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
や
量
、
費
用
、
適
正
な
負
担
の
程
度

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
そ
の
施
設
を

使
う
人
と
使
わ
な
い
人
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
観
光
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
文
化
施
設
な
ど
の
使
用
料
、
手
数

料
の
適
正
化
を
進
め
ま
す

▼
各
種
補
助
金
の
見
直
し

▼
簡
素
で
効
率
的
な

国
体
の
開
催
準
備
・
運
営

こ
の
た
び
秋
田
市
は
、
平
成
七
年
度
か

ら
始
め
て
四
回
目
と
な
る
「
第
４
次
秋
田

市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
策
定
で
は
、
一
般
市
民
で
構
成

さ
れ
た
「
秋
田
市
行
政
改
革
推
進
市
民
委

員
会
」
を
設
置
。
委
員
会
か
ら
の
提
言
は
、

第
三
章
「
民
間
活
力
の
導
入
」、
第
四
章

「
行
政
コ
ス
ト
の
総
合
的
管
理
、
受
益
と

負
担
の
適
正
化
」、
第
六
章
「
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
…
」
な
ど
の
関
連
項
目

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
職
員
数
の
削
減
や
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を

設
定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
職
員
数
は
平

成
二
十
二
年
ま
で
の
五
年
間
で
二
四
一
人

を
削
減
。
財
政
面
で
は
、
経
常
収
支
比
率

(

支
出
の
う
ち
毎
年
支
払
う
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
金
額
の
割
合)

を
八
五
㌫
以
下
、

実
質
公
債
費
比
率(

市
が
自
由
に
使
え
る

お
金
の
う
ち
借
金
で
得
る
分)

を
一
八
㌫

以
下
、
地
方
債
依
存
度(

収
入
の
う
ち
借

金
の
割
合)

を
一
五
㌫
以
下
に
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

分
権
型
社
会
に
対
応
し

た
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

の
確
立

第１章

市
民
協
働
に
よ
る

地
域
経
営
の
実
現

第２章

民
間
活
力
の
導
入

(

行
政
の
担
う
べ
き

役
割
の
重
点
化)

第３章

行
政
コ
ス
ト
の
総
合
的

管
理
、
受
益
と
負
担
の

適
正
化

第４章

(

29
項
目
か
ら
抜
粋)

(

３
項
目
か
ら
抜
粋)

(

37
項
目
か
ら
抜
粋)

厳しい時代に対応する112項目

第４次秋田市行政改革大綱

こ
の
た
び
、
平
成
十
八
年
度
〜
二
十
二
年
度

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
次
秋
田
市
行
政
改
革

大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
民
委
員

の
か
た
が
た
か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
、
市
民
の

思
い
を
よ
り
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

(

19
項
目
か
ら
抜
粋)

職
員
数
や
財
政
健
全
化

に
数
値
目
標
を
設
定

おもな改革項目



第３次行政改革
大綱の成果
「行政改革」って
以前から言ってるけど、
ちゃんと進んでるの？

▼
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
導
入
・

運
用
コ
ス
ト
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

効
果
が
見
込
め
る
行
政
分
野
に
対
す
る

I
C
T
技
術(

情
報
通
信
技
術)

の
導
入

と
活
用
を
進
め
、
電
子
自
治
体
化
に
取

り
組
み
ま
す

▼
除
排
雪
体
制
な
ど
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
総
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築

…
豪
雪
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
事
態

に
備
え
、
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
実

現
す
る
た
め
、
総
合
的
な
災
害
対
応
体

制
を
構
築
し
ま
す

▼
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
と
公
表
…
電
子
媒

体
や
印
刷
物
で
市
民
に
公
開
し
ま
す

▼
建
築
確
認
検
査
と
既
存
建
築
物
の
耐
震

化
策
の
充
実
・
強
化
…
建
築
物
の
確
認

検
査
を
強
化
し
、
今
あ
る
建
築
物
の
耐

震
化
の
誘
導
も
は
か
り
ま
す

▼
上
下
水
道
局
の
適
正
な
定
員
管
理
の
推

進
…
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
、
二

七
三
人
だ
っ
た
上
下
水
道
局
職
員
数

を
、
平
成
二
十
二
年
ま
で
に
約
二
十
人

削
減
し
ま
す

「第４次秋田市行政改革大綱」は、秋田市ホー
ムページで公開しています。
また、市民相談室、土崎・新屋支所、アルヴェ

の市民サービスセンター、河辺・雄和市民センタ
ーでも全体の内容をご覧いただけます。

http://www.city.akita.akita.jp/city/pl/ar/gyokaku/

●問い合わせ 総務部総務課tel(８６６)２００７

委
員
会
で
は
、
主
婦
な
ら
で
は
の
意

見
や
疑
問
を
積
極
的
に
出
そ
う
と
心
が

け
ま
し
た
。
特
に
「
受
益
と
負
担
」
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
私
は
大
森
山

動
物
園
で
楽
し
ん
だ
経
験
か
ら
、「
き

ち
ん
と
し
た
快
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
今
よ
り
少
し
負

担
し
て
も
い
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
の
改
革
に
よ
っ
て
、
行

政
・
地
域
・
市
民
が
、
枠
を
越
え
て
力

を
出
し
合
い
秋
田
市
を
盛
り
上
げ
て
い

く
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

秋田市行政改
革推進市民委
員を務めた

平成15年度～17年度実施

もちろんです。
今までのおもな
成果をご紹介します

主
婦
の
感
覚
を

う
ま
く
伝
え
ま
し
た 梅森栄利子

さん

広報あきた　４月16日号05

行政評価や予算編成、人事評価
などのシステム改革をしました。

都市建設公社を解散、緑地管
理公社を環境保全公社に統合し、
秋田市総合振興公社としました。

水道局と下水道部の組織を一
体化し、料金窓口の一本化など、
市民サービスの向上と経営効率
化をはかりました。

開かれた市政運営と幅広い市
民の市政参加をはかるため「し
あわせづくり秋田市民公聴条例」
を制定しました。

公共工事におけるトータル的な
コスト縮減に努めた結果、平成
15～16年度で、約９億円(約280
件)節減できました。

行政システムの見直し

公社改革の推進

水道事業と下水道事業の一体化

市民公聴条例の制定

公共工事のコスト縮減

交通事業を民間へ移管

平成18年３月31日をもって、
交通事業を秋田中央交通(株)に完
全に移管しました。

事
務
の
電
子
化
と

効
率
化
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

第５章

地
方
公
営
企
業

改
革
の
推
進

第７章

(

３
項
目
か
ら
抜
粋)

(

14
項
目)

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

法
令
遵
守(

コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス)

の
徹
底

第６章

(

７
項
目
か
ら
抜
粋)
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【
部
長
級
】

▼
市
勢
活
性
化
推
進
本
部
長
　
石
井
有

良
　
▼
安
全
安
心
対
策
推
進
本
部
長

佐
藤
公
世
　
▼
市
民
生
活
部
理
事
・
兼
土

崎
支
所
長
　
保
坂
正
　
▼
福
祉
保
健
部

長
・
兼
福
祉
事
務
所
長
　
中
川
勉
　
▼
保

健
所
理
事
　
原
田
健
　
▼
環
境
部
長

三
浦
廣
咲
　
▼
都
市
整
備
部
長
　
中
澤

篤
志
　
▼
秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理

室
長
・
兼
市
民
生
活
部
理
事
・
兼
福
祉
保

健
部
理
事
　
多
田
正
明
　
▼
地
域
振
興

局
長
　
斎
藤
秋
郎
　
▼
秋
田
公
立
美
術

工
芸
短
期
大
学
事
務
局
長
　
菅
原
俊
行

▼
市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務
局
長
　
中

川
茂
孝
　
▼
市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務

局
理
事
　
最
上
徹
　
▼
収
入
役
室
理
事
・

兼
工
事
検
査
室
長
　
横
山
通

【
次
長
級
】

▼
市
勢
活
性
化
推
進
本
部
副
本
部
長

木
元
浩
司
　
▼
安
全
安
心
対
策
推
進
本

部
副
本
部
長
　
柴
田
守
　
▼
安
全
安
心

対
策
推
進
本
部
副
本
部
長
　
佐
藤
賢
治

▼
企
画
調
整
部
次
長
　
石
谷
雄
一
　
▼

企
画
調
整
部
副
理
事
・
兼
市
民
相
談
室
長

海
野
容
子
　
▼
男
女
共
生
・
次
世
代
育
成

支
援
室
長
　
瀧
維
久
子
　
▼
東
京
事
務

所
長
　
佐
藤
隆
幸
　
▼
財
政
部
次
長

土
田
誠
　
▼
福
祉
保
健
部
次
長
・
兼
福
祉

事
務
所
次
長
　
小
国
裕
実
　
▼
福
祉
保

健
部
副
理
事
・
兼
高
齢
福
祉
課
長
　
佐
藤

英
樹
　
▼
福
祉
保
健
部
副
理
事
・
兼
監
査

指
導
室
長
　
岡
部
い
く
子
　
▼
保
健
所

次
長
　
七
尾
修
悦
　
▼
保
健
所
副
理
事
・

兼
衛
生
検
査
課
長
　
鐙
屋
公
雄
　
▼
秋

田
市
技
術
吏
員
併
任
・
食
肉
衛
生
検
査

所
長
　
加
賀
千
光
　
▼
農
林
部
次
長

利
部
勉
　
▼
中
央
卸
売
市
場
副
理
事

長
谷
部
正
直
　
▼
建
設
部
次
長
　
福
田

恵
一
　
▼
技
術
管
理
室
長
　
成
田
俊
一

郎
　
▼
都
市
整
備
部
次
長
　
土
田
繁

▼
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
長
　
遠
藤
博

▼
市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務
局
次
長
・

兼
総
務
課
長
　
佐
藤
伸
　
▼
収
入
役
室

副
理
事
　
岡
村
時
雄
　

【
課
長
級
】

▼
総
務
部
防
災
対
策
課
長
　
加
賀
谷
睦

知
　

▼
企
画
調
整
部
広
報
課
長
　
内
藤
克
幸

▼
市
民
相
談
室
参
事
　
佐
藤
淳
　
▼
男

女
共
生
・
次
世
代
育
成
支
援
室
参
事
　
畠

山
隆
　

▼
財
政
部
財
政
課
長
　
榎
昌
範
　
▼
契

約
課
参
事
　
佐
々
木
洋
兒
　
▼
市
民
税

課
長
　
佐
々
木
吉
丸
　
▼
納
税
課
長

高
橋
範
慶
　
▼
納
税
課
特
別
滞
納
整
理

室
長
　
小
松
裕
一
　
▼
地
籍
調
査
室
長

佐
藤
憲
一
　
▼
地
籍
調
査
室
参
事

丸
山
春
男
　

▼
市
民
生
活
部
生
活
課
長
・
兼
計
量
検

査
所
長(

消
費
者
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
を

解
く)

進
藤
照
美
　
▼
生
活
課
墓
地
・

斎
場
整
備
推
進
室
長
　
栗
原
雄
　
▼
消

費
者
セ
ン
タ
ー
所
長
　
伊
藤
一
栄
　
▼

自
治
振
興
課
長
　
松
木
仁
　
▼
土
崎
支

所
参
事
　
佐
々
木
聡
　

▼
福
祉
保
健
部
福
祉
総
務
課
長(

地
域
福

祉
推
進
室
長
兼
務
を
解
く)

伊
東
孝
平

▼
福
祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
室
長

本
間
斗
　
▼
障
害
福
祉
課
長
・
兼
障
害

福
祉
課
医
療
福
祉
室
長
　
新
田
行
平

▼
児
童
家
庭
課
長
　
黒
沢
光
伸
　

▼
環
境
部
ご
み
減
量
推
進
課
長
　
佐
々

木
登
　
▼
環
境
保
全
課
長
　
高
橋
勝
美

▼
環
境
保
全
課
参
事
　
相
場
修
治
　
▼

総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
参
事
　
菅
原
均

▼
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
参
事
　
加
賀
谷

久
栄
　
▼
向
浜
事
業
所
長
　
前
山
隆

▼
向
浜
事
業
所
参
事
　
中
島
勇
　

▼
商
工
部
付
参
事
・
秋
田
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
派
遣
　
宮
野
谷
智
敬

▼
港
湾
貿
易
振
興
課
参
事
　
門
間
徹

▼
大
森
山
動
物
園
参
事
　
浦
山
芳
春

▼
農
林
部
農
村
振
興
課
長
　
保
坂
正
美

市
長
事
務
部
局

市勢活性化
推進本部長

※
部
長
級
の
写
真

石井有良

安全安心対策
推進本部長

佐藤公世

市民生活部理事
兼土崎支所長

保坂正

福祉保健部長
兼福祉事務所長

中川勉

保健所理事

原田健

環境部長

三浦廣咲

都市整備部長

中澤篤志

四
月
一
日
付
け
の
秋
田
市
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

異
動
総
数
は
一
〇
〇
七
人
で
、
昨
年
を
六
一
人
上
回
る
規
模
と

な
り
ま
し
た
。「
市
勢
活
性
化
」
と
「
安
全
安
心
対
策
」
に
市
役
所

を
あ
げ
て
取
り
組
む
担
当
を
新
設
し
た
ほ
か
、
来
年
開
催
さ
れ
る

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
に
向
け
準
備
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
田
市
人
事
異
動

秋田市民交流プラザ
管理室長

兼福祉保健部理事

多田正明



▼
農
村
振
興
課
地
域
農
業
推
進
室
長
　
木

須
修
身
　
▼
森
林
整
備
課
長
　
佐
賀
定

▼
建
設
部
建
設
総
務
課
長
　
今
野
郁
夫

▼
道
路
建
設
課
長
　
伊
藤
隆
彦
　
▼
技

術
管
理
室
参
事
　
新
田
吉
一
　

▼
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
長
　
松
橋
弘

明
　
▼
建
築
指
導
課
長
　
小
玉
充
郎
　
▼

住
宅
整
備
課
長
　
石
塚
鈴
雄
　
▼
公
園
課

長
　
大
高
三
雄
　
▼
公
園
課
公
園
施
設
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長
　
船
木
義
則
　
▼
秋
田

駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
工
事
事
務
所
参

事
　
村
山
由
孝
　
▼
ま
ち
づ
く
り
整
備
室

参
事
　
佐
々
木
淳
一
　
▼
秋
田
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
管
理
室
参
事
　
鈴
木
聰

▼
地
域
振
興
局
総
務
課
参
事
　
佐
々
木

秀
則
　
▼
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長

石
塚
正
久
　
▼
岩
見
三
内
連
絡
所
長

田
口
一
俊
　
▼
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
副

所
長
　
浅
野
進
　

▼
国
体
局
総
務
企
画
課
参
事
　
菊
地
輝

子
　
▼
宿
泊
輸
送
課
参
事
　
菅
原
穣

▼
収
入
役
室
会
計
課
長
　
小
熊
伸
司

▼
管
財
課
長
　
小
笠
原
利
美
　
▼
管
財

課
参
事
　
佐
々
木
優
悦
　
▼
工
事
検
査

室
主
席
専
門
検
査
員
　
田
原
慎

【
部
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
浅
野
三
基
夫

【
課
長
級
】
▼
総
務
課
長
　
相
原
健

【
部
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
旭
茂
喬

【
課
長
級
】
▼
事
務
局
参
事
　
辻
永
徹

【
次
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
加
藤
肇

【
部
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
高
橋
勇
　

【
次
長
級
】
▼
生
涯
学
習
室
長
　
安
田
美

智
男
　
▼
中
央
公
民
館
長
・
兼
女
性
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
　
田
村
信
雄
　
▼
文

化
会
館
副
館
長
　
畠
山
久
雄

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
古
里
正
昭
　
▼
土
崎
公

民
館
長
　
古
木
孝
夫
　
▼
南
部
公
民
館

長
　
伊
藤
秀
孝
　
▼
河
辺
公
民
館
長

二
木
信
幸
　
▼
新
屋
図
書
館
長
　
伊
藤

明
　
▼
民
俗
芸
能
伝
承
館
事
務
長
・
兼

赤
れ
ん
が
郷
土
館
事
務
長
　
田
口
清
昭

【
次
長
級
】

▼
普
及
促
進
室
長
　
田
口
重
憲

▼
次
長(

総
務
課
長
兼
務
を
解
く)

桜
田
隆

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
　
秋
山
修
次
　
▼
お
客
様

セ
ン
タ
ー
所
長
　
畠
山
芳
夫
　
▼
給
排

水
課
長
　
藤
田
次
男
　
▼
水
道
建
設
課

長
　
豊
島
幸
英
　
▼
下
水
道
建
設
課
長

齊
藤
睦
男
　
▼
浄
水
課
長
　
榎
一
雄

▼
下
水
道
施
設
課
長
　
木
村
俊
之
　
▼

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
　
相
場
満

▼
普
及
促
進
室
参
事
　
佐
藤
康
明

【
消
防
監(

次
長
級)

】

▼
消
防
次
長
・
兼
救
急
課
長
　
加
藤
哲
実

【
消
防
司
令
長(

課
長
級)

】

▼
総
務
課
長
　
橋
本
鎮
雄
　
▼
指
令
課

長
　
佐
々
木
繁
次
　
▼
城
東
消
防
署
長

海
野
達
雄
　
▼
任
消
防
司
令
長
秋
田
消
防

署
副
署
長

渡
辺
強
　
▼
任
消
防
司
令
長

秋
田
南
消
防
署
副
署
長
　
保
坂
喜
久
雄

議
会

監
査
委
員

教
育
委
員
会

上
下
水
道
局

消
防

地域振興局長

斎藤秋郎

秋田公立美術工芸
短大事務局長

菅原俊行

市立秋田総合病院
事務局長

中川茂孝

市立秋田総合病院
事務局理事

最上徹

収入役室理事
兼工事検査室長

横山通

議会事務局長

浅野三基夫

監査事務局長

旭茂喬

農業委員会
事務局長

高橋勇

新設部署な
どの

場所はここ
４月の機構改正で新設した「市

勢活性化推進本部」「安全安心対
策推進本部」と、おもな課所室の
移動先は下記のとおりです。

市勢活性化推進本部
市役所本庁４階tel(866)2028

安全安心対策推進本部
消防庁舎４階tel(866)2148

男女共生・次世代育成支援室
山王別館２階tel(866)2141

消費者センター
山王別館２階tel(866)2016

市史編さん室
市役所分館１階tel(866)2249

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

秋田市を活性化させる方法や
新たな発想を、人、まち、産業
などさまざまな角度から探り、
まちの元気につなげます。

地震、豪雪、台風などの自然
災害や化学物質の流出、感染症
など、あらゆる不測の事態に備
えた、危機管理システムを構築
します。

●新

●新

市庁舎あんない

広報あきた ４月16日号07
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３
月
15
日
の
交
付
式
で

(財)自治総合センターから、宝くじ
の収益を地域の自主防災組織の育成・
強化に役立ててほしいと、沖田町町内
会自主防災隊(新屋)に30万円の助成が
ありました。
沖田町町内会自主防災隊では、消火
器や携帯用拡声器、救急医療セットな
どを配備。地域の防災能力向上に大き
く役立っています。

地域防災の一助に
宝くじからプレゼント

地域の特色を活かした住みよいまちづくりを進めるため、
土地所有者のかたや地区の団体など、市民のみなさんが都市
計画の決定や変更を行政に提案できる制度があります。

都
市
計
画
を
提
案

都市計画の内容はさまざま。土地の使い
方、建物の建て方などの基本的なルールや、
道路・公園・下水道の配置、区画整理・再
開発の計画などの種類があります。

都市計画にはどんなものがあるの？
都市計画提案のながれ

都市計画提案制度
の問い合わせ

都市計画課計画担当
tel(866)2152

「第１種住居地域」から「第２種住居地域」
となって建てられる建物の範囲が広がり、
建築物や土地利用のルールとなる地区計画
も決定されました。

都
市
計
画
図(

土
崎
地
区)

提案の対象となるのは、5,000㎡以上の
まとまった区域となります。市のまちづ
くりの指針となる都市計画区域マスター
プランの内容は除きますが、例えばこん
なことが提案できます。

提案できるのはどんなこと？

土崎地区ではこんな提案が…
土崎港中央四丁目の旧秋田組合総合病院の跡地

について、地域住民の利便性を高めると同時に、
土崎中央地区の活性化に貢献する店舗計画を実現
させるため、地権者の代表のかたが、用途地域の
変更と地区計画の決定について提案しました。
提案を受けた市では、都市計画決定の必要があ

ると判断、同地区の計画案は決定されました。

●住宅以外の建物も建てられるように
して、活気ある地区にしたい
●歴史観のある地区の街並みを将来に
わたって維持するために、建築物の
高さ制限や用途制限を加えたい

で
き
ま
す
！



公共施設案内・予約システムが新しくなり、パ
ソコンと携帯電話から、24時間の空き状況の照会、
深夜までの仮予約(8:30～24:00)ができるようにな
ります。
５月分の利用予約までは、現行のシステムをご

利用ください。新しいシステムの利用は、６月分
の予約(５月１日開始)からとなります。
現行システムで登録しているかたは、再登録す

る必要はありません。
新システムでは、電話(自動音声対応)、ファクス、
パソコン通信(パソコンからの電話接続)が利用でき
なくなりますのでご注意ください。
なお、これまでの、窓口申し込み、または電話申

し込み・問い合わせは、引き続き可能です。詳しく
は各施設へお問い合わせください。

“つぎつぎまなんだひとたちの　築いた歴史こ
の胸に…”。これは、３月に閉校した八田小学
校(下浜)の校歌の１節です。明治７年の創立以
来、2,344人の卒業生を送り出してきました。
３月25日の閉校式では、最後の卒業生と在校

生、たくさんの地域のみなさんが出席し、とも
に歩んできた母校との別れを惜しみました。
在校生３人は、４月から元気に豊岩小学校へ

通っています。

http://www.city.akita.akita.jp/
i/gandr/a.htm

●サンパル秋田　●土崎公民館　●西部公民館　
●東部公民館　●南部公民館　●北部公民館　
●河辺公民館　●雄和公民館　●文化会館　
●八橋テニスコート　●多目的グラウンド　
●市立体育館　●土崎体育館　●土崎市民グラウンド
●茨島体育館　●西部体育館　●河辺体育館　
●雄和体育館　●雄和南体育館　
●浜田森林総合公園(テニスコート、林間広場)
●雄物川河川緑地施設(野球場、テニスコート)
●御所野近隣公園(野球場、テニスコート)
●御所野総合公園テニスコート　
●太平山リゾート公園(森林学習館、テニスコート、
トレーラーハウス) ●秋操近隣公園テニスコート
●光沼近隣公園(アリーナ、テニスコート)
●一つ森公園(体育館、テニスコート)
●雄和花の森テニスコート

案内予約システムを利用できる施設

http://www.city.akita.akita.jp/
city/gandr/default.htm

３月31日、秋田駅発午後８時28分の交通局線
が最後の市営バスとなりました。たくさんの乗
客を乗せた最終バス。広小路…竿燈大通り…臨
海十字路…。「ご乗車ありがとうございました。
次は終点、交通局前です」。最後の運転手となっ
た斎藤進運転士のアナウンスに、満席の乗客か
ら大きなあたたかい拍手が起こりました。
市民のみなさんに最後まで愛され続けた赤い

バス。さようなら。ごくろうさん。

交通局に到着した最終バス 学舎(まなびや)にみんなで“さようなら”

パソコンからは…

携帯電話からは…

パソコンと
携帯電話で受付
(５月１日から)公共施設の

案内・予約

広報あきた ４月16日号09



10

市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕(

50
万
円
以

下)

の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の
追
加
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
要
領
・
用
紙
は
、

契
約
課(

市
役
所
３
階)

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

◆
対
象

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
か

た
。
個
人
、
法
人
ま
た
は
建
設
業
の
許
可
の

有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
業
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
た

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
す
で
に
小
規
模
修
繕
の
受
注
希
望

業
者
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
申
請
は

不
要
で
す
。

◆
有
効
期
間

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
５
月
31
日
ま
で

◆
受
付
期
間

５
月
８
日
(月)
か
ら
19
日
(金)
ま

で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
受
付
場
所
　
契
約
課
工
事
契
約
担
当

tel(

８
６
６)

２
１
６
５

市
と
上
下
水
道
局
が
発
注
す
る
建
設
工
事

や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
入
札
に

参
加
す
る
業
者
の
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
請
要
領
・
用
紙
は
、
契
約
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
申
請
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

●
問
い
合
わ
せ
　
契
約
課
工
事
契
約
担
当

tel(

８
６
６)

２
１
６
５

５
月
31
日
(水)
ま
で
「
秋
田
県
山
火
事
予
防

運
動
」
を
実
施
中
で
す
。
例
年
、
春
先
は
空

気
が
乾
燥
し
、
林
野
火
災
や
空
き
地
、
河
川

敷
な
ど
の
枯
れ
草
が
燃
え
る
火
災
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
、
た

き
火
、
た
ば
こ
、
火
遊
び
な
ど
で
す
。
こ
れ

か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
休
日
な
ど
に
山

に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課tel(

８
２
３)

４
２
４
７

森
林
整
備
課tel(

８
６
６)

２
１
１
７

廃
棄
物
対
策
課tel(

８
６
６)

２
０
７
６

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
た
住
宅

で
、
現
在
の
耐
震
基
準(

昭
和
56
年
６
月
１

日
施
行)

に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
に
つ
い

て
、
現
在
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
改
修
工

事(

工
事
費
30
万
円
以
上)

を
行
っ
た
場
合

に
、
改
修
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
２
分

の
１
を
、
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。

た
だ
し
、
減
額
の
対
象
と
な
る
の
は
、
１

戸
あ
た
り
120
㎡
相
当
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

減
額
期
間

①
平
成
18
年
〜
21
年
に
工
事
を
行
っ
た
場
合

▼
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
３
年
間

②
平
成
22
年
〜
24
年
に
工
事
を
行
っ
た
場
合

▼
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
２
年
間

③
平
成
25
年
〜
27
年
に
工
事
を
行
っ
た
場
合

▼
工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
１
年
間

減
額
の
た
め
の
手
続
き

現
在
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
を
添
付
し
て
、
工
事
完
了

後
３
か
月
以
内
に
資
産
税
課
家
屋
担
当
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
家
屋
担
当

tel(

８
６
６)

２
０
５
７

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の

追
加
登
録
を
受
け
付
け

１

山
火
事
、
原
野
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

３

住
宅
の
耐
震
工
事
で

固
定
資
産
税
が
減
額
に

４

５月４日(木)と５月５日(金)は
「家庭ごみ」だけ収集します。
収集日にあたっているかたは
お忘れなく。
また、５月３日(水)の資源化

物収集はお休みします。次回
の収集日に出してください。

ゴールデンウィークの
ごみ収集

環境業務課tel(863)6631

市少年指導センター(サ
ンパル秋田内)で来所相
談にも応じています。
お気軽にどうぞ。

わかくさ相談電話

青少年の悩みや
心配事は…

tel(８６２)３２２５

月～金曜日(祝日を除く)
午前９時～午後４時

(わかくさ相談電話専用)

建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

入
札
参
加
登
録

２



具
体
的
な
創
業
計
画
を
お
持
ち
の
か
た

や
、
創
業
後
間
も
な
い
起
業
家
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
あ
き
た

(

土
崎
港
西
三
丁
目
９-

15)

の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
年
１
回
の
募
集
で
し

た
が
、
５
月
か
ら
随
時
募
集
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
空
室
は
、
広
さ
34
㎡(

使
用
料
２

万
円
／
月)

と
53
㎡(

使
用
料
３
万
円
／
月)

の

２
室
で
す
。

ま
た
、
希
望
す
る
か
た
に
、
空
室
状
況
な

ど
、
募
集
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
登
録
制
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.city.akita.akita.jp/city/in/pr/coa/

●
入
居
の
申
し
込
み

５
月
１
日
(月)
か
ら
工

業
労
政
課tel(

８
６
６)

２
１
１
４

ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
な
ど
の
揮
発
性
有

機
化
合
物
を
排
出
す
る
大
規
模
な
施
設
は
、

４
月
か
ら
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ
く
届

け
出
お
よ
び
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
施
設
を
使
用
・
設
置
す
る
際
は
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

環
境
保
全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

tel(

８
６
６)

２
０
７
５

４
月
下
旬
か
ら
各
調
査
日
の
前
後
ま
で
、

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
へ
調
査
員
が
う
か

が
い
、
聞
き
取
り
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
生
活
基
礎
調
査(

世
帯
票)

…
世
帯
状

況
に
関
す
る
調
査
　
調
査
日
＝
６
月
１
日

(木)
②
国
民
生
活
基
礎
調
査(

所
得
票)

…
所
得
に

関
す
る
調
査
　
調
査
日
＝
７
月
13
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

①
は
保
健
総
務
課tel(

８
８
３)

１
１
７
０

②
は
保
護
第
一
課
・
第
二
課

tel(

８
６
６)

２
０
９
６
　

揮
発
性
有
機
化
合
物
を

排
出
す
る
施
設
は

届
け
出
が
必
要
で
す

６

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

７

５
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
あ
き
た

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

ブラックバスなど、外来生物法で「特定外来
生物」に指定されている生物は、飼育、栽培、
保管、運搬、販売、譲渡、輸入、野外に放すこ
とが原則として禁止されています。
今年２月に、新たに下記の43種類が特定外来

生物として追加指定されました。
追加指定前から、下記の特定外来生物の飼育

などをしているかたで、継続を希望するかたは、
８月１日(火)まで許可申請する必要があります。
申請方法など、詳しくは、環境省のホームペー
ジhttp://www.env.go.jp/nature/intro/をご覧にな
るか、環境省東北地方環境事務所へお問い合わ
せください。tel022(722)2870

環境保全課tel(866)2075

ほ乳類 ハリネズミ属、タイリクモモンガ(エ
ゾモモンガを除く)、キタリス(エゾリスを除
く)、マスクラット、アメリカミンク、アキシ
スジカ属、シカ属(ホンシ
ュウジカ、ケラマジカ、
マゲシカ、キュウシュウ
ジカ、ツシマジカ、ヤク
シカ、エゾシカを除く)、
ダマシカ属、シフゾウ
両生類 キューバズツキガエル(キューバアマ
ガエル)、コキーコヤスガエル、ウシガエル、
シロアゴガエル　魚類 ノーザンパイク、マ
スキーパイク、カダヤシ、ストライプトバス、
ホワイトバス、ヨーロピアンパーチ、パイク
パーチ、ケツギョ、コウライケツギョ　甲殻
類 Astacus属、Cherax属、モクズガニ属(モ
クズガニを除く)、ウチダザリガニ、ラスティ
ークレイフィッシュ　昆虫類 テナガコガネ
属(ヤンバルテナガコガネを除く)、コカミアリ
軟体動物等 カワヒバリガイ属、クワッガガ
イ、カワホトトギスガイ、ヤマヒタチオビ(オ
カヒタチオビ)、ニューギニアヤリガタリクウ
ズムシ　植物 オオキンケイギク、オオハンゴ
ンソウ、ナルトサワギク、オオカワヂシャ、ア
レチウリ、オオフサモ（パ
ロットフェザー）、スパル
ティナ・アングリカ、ボタ
ンウキクサ(ウォーターレタ
ス)、アゾラ・クリスタータ

新たに43種を追加指定

特定外来生物

新たに指定された特定外来生物

河辺・雄和地域審議会を開催
平成18年度第１回の河辺・雄和地域審議会を

開催します。今回の議題は、来年度予算に関す
る要望事項や、地域審議会活動の今後のあり方
など。傍聴は自由。直接会場へどうぞ。

日時 ４月17日(月)午後２時～
場所 河辺総合福祉交流センター三世代交流ホール

日時 ４月19日(水)午後２時～
場所 雄和公民館大集会室

問い合わせ 地域振興局総務課tel(866)2785

河辺

雄和

ウシガエル

オオキンケイギク

問い合わせ

広報あきた　４月16日号11
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読
者
の
伝
言
板

上北手の保育所が生まれ変わりました

月　刊

読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

●
広
報
三
月
十
六
日
号
の
表
紙
ス

テ
キ
で
す
ね
！
　
モ
ノ
ク
ロ
で
レ

ト
ロ
な
感
じ
が
し
て
、
バ
ス
と
路

面
電
車
が
走
っ
て
い
た
当
時
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
運
転
手
さ

ん
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

学
生
時
代
の
通
学
で
は
お
世
話
に

な
り
ま
し
た(

ま
っ
き
ー
さ
ん

33
歳
・
八
橋)

●
広
報
を
読
ん
で
び
っ
く
り
で

す
。
市
営
バ
ス
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
な
ん
て(

泣)
。
私
の
母
は
、

市
営
バ
ス
の
車
掌
で
し
た(

大

昔)

。
私
は
、
小
学
四
年
生
か
ら

中
学
・
高
校
と
ず
っ
と
バ
ス
通
学

で
、
四
八
豪
雪
の
と
き
は
大
変
で

し
た
が
、
い
い
思
い
出
で
す
。
家

の
前
が
バ
ス
停
だ
っ
た
の
で
、
い

つ
も
家
が
見
え
る
と
、
ほ
っ
と
し

ま
し
た(

あ
き
た
ご
ま
き
さ
ん

千
葉
県
佐
倉
市)

●
大
森
山
動
物
園
の
愛
称
が
「
ミ

ル
ヴ
ェ
」
と
知
り
、
や
ら
れ
た
〜

と
思
い
ま
し
た
。
発
想
の
転
換
に

参
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ッ
ト(

機
知)

に
富
ん
で
親
し
み
や
す
い
名
称
で

す
ね
。
春
に
な
っ
た
ら
遊
び
に
行

き
ま
す(

佐
藤
悦
子
さ
ん
　
47

歳
・
新
屋)

●
先
日
、
仁
別
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
道
路
脇
に
は
ま
だ
た
く
さ
ん

の
雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地

面
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
フ

キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を
出
し
、
早
速
摘

ん
で
み
そ
汁
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
さ
に
春
の
実
感
で
、
香

り
や
苦
み
も
、
こ
れ
か
ら
の
春
作

業
の
力
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て

大
変
お
い
し
か
っ
た
で
す(

春
爛

漫
さ
ん
　
52
歳
・
下
新
城)

●
桜
の
せ
ん
定
作
業
で
落
ち
た
枝

を
川
べ
り
か
ら
拾
っ
て
き
ま
し

た
。
花
瓶
に
入
れ
、
温
か
い
部
屋

へ
置
き
、
一
週
間
も
し
た
ら
黄
緑

色
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
芽
が
ふ
く

ら
み
か
け
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な

可
憐
な
花
が
咲
く
の
か
。
春
を
待

ち
わ
び
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す

(

童
心
に
か
え
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん

さ
ん
　
57
歳
・
仁
井
田)

●
待
ち
に
待
っ
た
春
が
よ
う
や
く

来
ま
し
た
ね
。
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き

な
私
は
、
四
月
中
あ
ち
こ
ち
の
桜

を
見
に
飛
び
回
る
の
で
す
が
、
ち

ょ
う
ど
見
ご
ろ
の
と
き
に
は
、
花

冷
え
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

今
年
こ
そ
、
ポ
カ
ポ
カ
と
し
た
陽

４月３日、上北手保育園で初め
ての入園式が行われました。上北
手保育園は３月31日まで「上北手
幼児園」という、認可保育所より
も小規模な保育所でした。昭和42
年に「上北手に保育の場が必要だ」
と地域のかたがたが運営委員会を
結成してできた幼児園は、39年間、
地域の子どもたちの成長の場とな
ってきました。
しかし最近、上北手地区では新

興住宅地の開発などの影響で、保

育を必要とする子どもの数が増え、
小さな幼児園のままでは地域の子
どもたちを受け入れるのが難しく
なりました。
そこで昨年８月、再び地域のか

たがたが中心となり、社会福祉法
人大空会を設立。10月には認可保
育所としての基準を満たすための
増改築工事を行い、この春、上北
手保育園として開園できました。
入園式が終わると、幼児園のと

きからの園児も新入園児も関係な

く、すぐに仲良し。これからも園
舎のシンボル三角屋根の下からは、
明るい元気な声が聞こえます。

地域の力で、元気に育って！

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

新しい保育園で、元気いっぱい育ちます



気
の
中
で
、
お
弁
当
を
食
べ
た
い

な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す(

ぷ
ち
こ

さ
ん
　
64
歳
・
手
形)

●
最
近
、
風
邪
予
防
を
兼
ね
て

「
鼻
う
が
い
」
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
絶
好
調
で
す
。
初

め
は
痛
い
け
ど
、
慣
れ
る
と
す
っ

き
り
し
て
い
い
で
す
。
花
粉
症
の

か
た
に
も
お
す
す
め
で
す
よ(

ト

ー
マ
ス
さ
ん
　
仁
井
田)

●
雪
も
消
え
、
春
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
幼
稚
園
に
入
園
し
た

と
き
、
泣
い
て
親
か
ら
離
れ
な
か

っ
た
孫
も
小
学
校
に
入
学
。
早
い

も
の
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
学
校
に
通
う
姿
が
楽
し
み
で

す(

福
寿
草
さ
ん
　
57
歳
・
桜)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が障害者「自立」支援法、問
２が「65」年でした。全問正解203通(応募総数218通)の中か
ら、次の20人のかたに図書カード(10人)とスギッチ携帯電話
ストラップ(10人)をお送りします。

３月16日号の当選者

◆４月の広報クイズは17ページです。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

＝敬称略＝

係から
ひとこと

黄色い帽子
贈呈式で

は
じ
め
ま
し
て
。
四
月
か
ら
都
市
間
職

員
交
流
派
遣
研
修
の
た
め
、
富
山
市
役
所

か
ら
秋
田
市
広
報
課
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
な

毎
日
で
す
。
中
で
も
、
言
葉
の
違
い
に
戸

惑
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
先
日
も
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
と
お
話
し
て
「
蟹

（
か
に
）」
を
「
金
？
」「
蟹
？
」
と
何
度
も

聞
き
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た(

運
転
手
さ
ん

ご
め
ん
な
さ
い
…
）。
し
か
し
、
そ
の
運
転

手
さ
ん
含
め
、
秋
田
市
の
か
た
は
人
当
た

り
が
良
く
、
優
し
い
か
た
ば
か
り
だ
な
と

い
う
の
が
第
一
印
象
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
べ
！
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
）

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者の
かたに厳正に抽選してもらっています(広報課)

市役所で行われ
た黄色い帽子贈
呈式に参加した
鎌田剛くん(高
清水小１年)

工事中の秋田中
央道路を見学し
たジョーンズ・
ボビーくん(東
小５年)

青年海外協力
隊で、トンガ
に赴任した金
子由紀子さん
(大町)

美術を通して交流を

笑顔でがんばります！

秋田テルサで開
かれた合同入社
式に参加した伊
藤晶子(せいこ)
さん(仁井田)

３月24日、秋田テルサで行われた合同入社式で。今

年も多くの若者たちが、社会人に仲間入りしました。

交通安全の黄色い帽子を
もらったよ。警察のお姉さ
んが「道路に出るときは１
回止まらないと危ない」っ
て言ってた。僕はちゃんと
守れるよ。小学校に行った
ら、いっぱい友だちをつく
って、サッカーするんだ！

交通安全守れるよ

思ったより大きい「ほりた
んぽくん」(掘削機)にビック
リ！　まるでＳＦ映画に出て
くる機械みたいだったよ。ト
ンネルの内装板に、僕の名前
と今日の日付、ピースサイン
を書きました。トンネルが完
成したら、絶対通るぞ！　

ＳＦ映画に出てきそう

同じ協力隊としてセネガ
ルに派遣されていた妹の勧
めで応募しました。トンガ
では、デッサンなど美術の
基礎や、私の専門の木彫り
を教えます。積極的に交流
して、現地の伝統的な工芸
を教わるのも楽しみです。

車を販売する会社に就職
しました。いろいろな年齢
のかたと接する職場なので、
言葉遣いに気を付けたいで
すね。お客さまや職場の人
に信頼される社会人をめざ
して、毎日元気にがんばり
ます！

胸いっぱいの思い出

３月に閉校し
た八田小学校
(下浜)の卒業
生・熊井セイ子
さん

母校の八田小学校がなくな
るのは寂しいですね。閉校式
では、同級生たちと昔話に花
が咲きました。一番の思い出
は、地域の人がたくさん集ま
って盛り上がった運動会。懐
かしくて胸がいっぱいになり
ました。

図書カード 植田葉子(茨島)、大野芳子(広面)、ガンダム(飯島)、久
保田茂樹(保戸野)、斎藤タマ子(将軍野)、佐々木朋未(河辺)、佐藤達
也(手形)、佐藤洋太郎(濁川)、原田弘子(泉)、松下なつえ(八橋)
ストラップ 岩谷嘉子、かあちゃん(外旭川)、小松禎子(八橋)、桜が
丘こもみ(桜ガ丘)、佐々木広治(広面)、進藤キサ子(土崎)、菅生紀子
(新屋)、武田尚子(川尻)、松村一子(泉)、留守電バアサン(河辺)

広報あきた　４月16日号13

▲
▲
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妊婦さん、産婦さん、生後28日
以内の赤ちゃんのいるご家庭に助
産師が訪問し、心配事などの相談
に応じます。申し込みは、妊婦さ
んは電話で、産婦さん・赤ちゃん
への訪問は母子健康手帳に入って
いる出生連絡票を保健予防課に郵
送してください。
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

市保健所では、35歳以上の初妊
婦さんと20歳以下の妊婦さんの相
談、産婦さんで心身に悩みや心配
があるかたの相談に、毎月１回、
助産師が応じています。電話で予
約が必要です。詳しくは、市保健
所保健予防課tel(883)1174
４月の相談日＝26日(水)午前10時15
分～11時45分、市保健センター

保健師、栄養士、歯科衛生士が
育児などの相談に応じます。事前
に電話で申し込みが必要です。
とき／４月26日(水)午前10時～午
後３時30分　ところ／市保健セン
ター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

生後４・５か月のお子さんの保
護者が対象です。お子さんも一緒
にどうぞ。月齢にあった離乳食の
進め方、食品の調理法、試食など。
事前に電話で申し込みが必要で
す。
とき／５月８日(月)午前10時～11
時30分
ところ／市保健センター　
定員／20人　受講料／無料
●申し込み　４月18日(火)から市
保健所保健予防課tel(883)1175

助産師によるベビーマッサージ
の講習、おむつ交換の体験コーナ
ー、育児相談コーナーなど。助産
師を対象とした講座もあります。
妊婦さんはぬいぐるみなどの人形
を持って、産婦さんはバスタオル
を持って、お子さんと一緒に直接
会場へどうぞ。
とき／４月29日(土)午後１時～４
時　ところ／市文化会館
参加料／無料
●問い合わせ　秋田県看護協会助
産師機能委員会tel(834)0172

★このゆびとまれ！ 未就園児と
保護者が対象です。４月18日(火)
午前10時～正午、明徳児童センタ
ー。明徳地区主任児童委員の奥山
さんtel(835)0674
★牛島っ子 就園前のお子さんと
保護者が対象です。保健師の健康
相談。４月19日(水)午前10時～11
時30分、南部公民館。問い合わせ
は南部公民館tel(832)2457
★きょくほく・キッズ 旭北地区
にお住まいのかたが対象です。５
月２日(火)から毎月第１火曜日(８
月、１月を除く)の午前10時～正
午、旭北児童館。旭北地区主任児
童委員の佐藤さんtel(862)9591
★飯島ちびっこ広場「はとぽっ
ぽ」 就学前のお子さんと保護者
が対象です。飯島南児童センター
は、５月９日(火)から毎月第２・第
４火曜日。飯島児童センターは、
５月16日(火)から毎月第１・第３
火曜日。時間はいずれも午前10時
～11時30分。小学校の夏・冬休み
期間は休み。飯島地区主任児童委
員の渡辺さんtel(845)4656
★あきたんKIDS 就園前のお子さ
んと保護者が対象です。４月25日
(火)、５月９日(火)・16日(火)午前10
時30分～11時30分、県児童会館。

同サークルの三浦さん
tel(847)1855

★家族そろってのびのびリズム
就学前のお子さんと家族が対象で
す。４月30日(日)午前10時～正午、
遊学舎。参加料は１家族500円。
定員は先着30組。申し込みはNPO
法人ばっけの会tel(834)4733
★元気っ子くらぶ 就園前のお子
さんとお母さんが対象です。毎週
月曜日の午前10時30分～、大住地
区コミュニティセンター。同サー
クルの武藤さんtel(829)2201

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

初
しょ

期
き

離
り

乳食
にゅうしょく

教室
きょうしつ

遊
あそ

びにおいで！

妊産
にんさん

婦
ぷ

・新生
しんせい

児
じ

訪問
ほうもん

助産
じょさん

師
し

が教
おし

える育
いく

児
じ

夜間休日
応急診療所

診療時間　19：30～22：30
診療科目　小児科、耳鼻咽喉科

夜間休日応急診療所tel(832)3333 保健予防課tel(883)1172

お子さんの急病は

千秋久保田町の
成人病医療センター１階

夜間

診療時間　９：30～15：30
診療科目　小児科

※上記診療時間・科目以外の受診は、市立病院、

組合病院、赤十字病院、中通病院へどうぞ。

休・祝日
年末年始

マタニティ＆ママ相談
そうだん

保
ほ

健所
けんじょ

の育
いく

児
じ

相談
そうだん

申し込み

子ども未来センター(アルヴ
ェ５階)で、絵本の読み聞かせ
や教材づくりなどをしてくれ
るボランティアを募集します。
高校生以上のかたが対象です。
子ども未来センターで行われ
る下記の研修を受講後、登録
していただきます。
子ども未来センターのスタ

ッフと一緒に、子どもたちと
ふれあってみませんか。

講義(必修)
５月12日(金)
午前10時～午後２時30分
体験実習(自由参加)
５月16日(火) 絵本の読み聞かせ
５月18日(木) ふれあい遊び
５月19日(金) 簡単工作
６月８日(木) ふれあい遊び
いずれも午前９時30分～正午

研修日程

子ども未来センター
tel(887)5340



家を新築したときに、市の職員が評価額を決め

るための家屋調査に行くんだ。調査するのは、屋

根、基礎、外壁、柱、建具、床、設備など11項目。

それぞれの材質や材料に国が決めた点数があって、

その点数に面積や個数をかけて評価額を決めるん

だ。だから、必ずしも購入価格＝評価額ではない

んだよ。

税額の算式は「課税標準額×税率」。家屋の場合

は、評価額がそのまま課税標準額になるから、こ

れに税率１.６㌫(河辺・雄和地域は平成20年度まで

市民税課税制担当tel(866)2054
Eメール ro-fnct@city.akita.akita.jp

家屋の固定資産税は
どんな仕組みになってるの？

１.５㌫)をかけて税額が決まるってわけ。

家屋の評価額は、３年に１回見直しされるんだ。

ちなみにちょうど今年が見直しの年。見直しの方

法は、その家屋と同じものを同じ場所に建てた場

合にかかる費用を計算して、それに経過年数に応

じた補正率などをかけて決めるんだよ。でも、経

過年数に応じた補正率はゼロにはならないから、

かなり年数が経過した家屋でも評価額はゼロには

ならないんだ。

そうそう、見直しをするときには建築資材の物

価も影響するんだ。もし、これが急激に上昇した

ら、税金もグーンと高くなる？　…そ

の心配は無用。もし見直しで、評価額

がこれまでより高くなってしまった

ら、評価額は据え置きになるんだよ。

ゼイキッズへの質問を待ってます！

評価額って安い？高い？

①②は秋田駅東口からの送迎バスが
あります。申し込みと会場は、クア
ドームザ・ブーンtel(827)2301
①水中歩行教室 日時／４月26日
(水)、５月10日(水)・24日(水)午前10時
～午後２時　料金／2,600円(昼食・
入館料込み) 定員／先着20人
②転倒予防教室 日時／５月１日
(月)・15日(月)午前10時～午後３時
料金／2,600円(昼食・入館料込み)
定員／先着20人
③健康講座 アクアビクス、エアロ
ビクス、水中歩行、水泳、ストレッ
チを自由に受講できます。５月の
月・火・水・金曜日(月曜日は隔週。
祝日は除く)。全日程受講可能なフ
リーコースが4,200円、１日コース
が1,050円(いずれも入館料別)

「人の生涯にわたる発達と作業療法」
をテーマに、東北福祉大学の木村進
教授による講演など。入場無料。
日時／４月23日(日)午前８時50分～正午
会場／アルヴェ２階多目的ホール
●問い合わせ　秋田作業療法学会事
務局の小池さんtel(823)7530(秋田県
小児療育センター内)

在宅で介護の必要なかたとその介護
者が対象です。季節を楽しんで、１
日リラックスしませんか。参加費は
①～④が2,000円、⑤が2,500円。定
員各15組(１組につき２回まで参加
可)。申し込み多数の場合抽選。
①５月17日(水)＝五城目朝市　②７
月５日(水)＝初夏の角館　③９月21
日(木)＝横手のぶどう狩り　④11月
21日(火)＝御所野でショッピング
⑤12月13日(水)＝クリスマス会
●申し込み　４月28日(金)まで市社
会福祉協議会tel(862)7445(電話で受

け付け)

介護の悩みや日ごろの思いを話し合
いませんか。参加無料。直接会場へ。
対象／寝たきりや認知症のかたなど
を家庭で介護しているかた
日時／４月25日(火)午後１時30分～
３時　会場／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さんtel(863)0935

会場は市保健センター。いずれも電
話で予約が必要です。
成人歯科相談 歯科衛生士がむし歯
や歯周病など、歯の健康についての
相談に応じます。日時／４月26日
(水)午前９時30分～正午　
食生活相談 肥満、高血圧、糖尿病
などのかたの食事について栄養士が
相談に応じます。日時／５月16日
(火)午前10時～午後２時30分
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1175

健康

評価額は３年に１回見直し
③

ザ・ブーンの健康
けんこう

講
こう

座
ざ

作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

学会
がっかい

の一般公開
いっぱんこうかい

遊
あそ

びリテーション・くらぶ

在宅
ざいたく

介
かい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の健康相談
けんこうそうだん

広報あきた ４月16日号15
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ボランティア募集

４/16(日) ４/18(火)

●ミルヴェがいっぱい

～大森山動物園～

●女性消防団員誕生

●新年度の事業紹介

４/19(水) ４/25(火)
月～木　午前10時30分～

水～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●秋田市指定文化財の紹介

～柳沢遺跡ほか～

●新しい市の機構を紹介

15
分 ●４/30(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「平成18年度のまちづくり」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
te l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●春だ！お花見に行こう
●秋田市初！女性消防団員誕生

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 2 時00分～
エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～

パ
ッ
サ
ウ
市
、
ア
ラ
ス
カ
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

市では、海外の姉妹都市などと長い間築いてきた友好関係をいかし、
市民のかたにホームステイ先を紹介します。申し込みは５月２日(火)
まで。申込方法など詳しくは企画調整課へお問い合わせください。

ドイツバイエルン州パッサウ市(姉妹都市)
アメリカアラスカ州キナイ半島郡(交流合意都市)

ホーム
ステイ先

参
加
要
件

平成18年４月１日現在、秋田市に住民票があるかた
パッサウ市は20歳以上で簡単な英会話ができるかた。キナイ
半島郡は15歳以上のかた。いずれも単独参加となります
７月～11月に、７日以上10日未満の滞在ができるかた
過去に秋田市による海外派遣の経験がないかた

※申し込んだかたは、５月11日(木)午後６時から市職員研修棟で説明会があります。

各３人　※応募多数の場合は抽選定　員

草花の栽培、管理ができる個人またはグル
ープでお申し込みください。登録後にさし
あげる「ガーデナーパスポート」を提示す
れば入園は自由です

大森山動物園内の花だんづくり(１か
所約１～２㎡)に協力してくれる「My Zoo ガ
ーデナー」登録者を募集します。

苗は自分で持ち込みとなります。栽培、管
理は５月中旬から11月30日(閉園日)まで

はがき、電話、Ｅメールのいずれかで４月28
日(金)まで、氏名、住所、電話番号、人数を下
記へご連絡ください。応募多数の場合は抽選。
〒010-1654秋田市浜田字潟端154
大森山動物園マイ・ズーガーデナー係
tel(828)5508
Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

問い合わせ　大森山動物園tel(828)5508

申
し
込
み

活動

内容

動物園であなただけの花だんをつくりませんか！

問い合わせ　企画調整課国際交流担当tel(866)2033

ドイツ・パッサウ市

アメリカ・キナイ半島郡

My Zoo ガーデナー
になりませんか

My Zoo ガーデナー
マイ ズー

ヤ
ー
ト
セ
秋
田
祭
参
加
チ
ー
ム
募
集

一般 20人まで…１万円　21～40人…
１万５千円　41人以上…２万円

ジュニア 参加人数×100円

開催日　６月24日(土)・25日(日)
会　場　大町二丁目　通町(予定)

申込書をお取り寄せのうえ、必要事項を
書いて、５月19日(金)(必着)まで下記へ郵
送してください。申込書はホームページ
からも入手できます。
〒010-0945土崎港西一丁目6-28 OAS内
ヤートセ秋田祭実行委員会　tel(880)6380
http://www.kochang.jp/ktk6303/yatose.html

参
加
費

※このほかに、運営協力費として１チーム
5,000円が必要です

申
し
込
み

費 用 渡航費用、滞在費は自己負担となります



日時／４月29日(土)午前８時50分～
午後２時　会場／太平山リゾート公
園グラウンド・ゴルフ場　参加費／
1,000円　定員／先着320人　申し込
み／４月20日(木)・21日(金)午後１時
30分～３時30分に八橋球技場(ラグ
ビー場)で受け付け
●問い合わせ　市グラウンド・ゴル
フ協会の青山さんtel(846)2266

春の花が咲く、雄和の高尾山を散策
します。参加費300円。
日時／４月30日(日)午前９時30分～
集合場所／高尾山山頂駐車場　
●申し込み　雄和自然観察協会の工
藤さんtel(887)2909

東映(株)代表取締役社長・岡田裕介氏
の講演と、新作映画「バルトの楽園」
の上映。入場無料。先着100人。
日時／５月11日(木)午後１時～５時
会場／文化会館大ホール　
●申し込み　往復はがきにイベント
名、住所・氏名(２人まで)、年齢、電
話番号を書いて、５月２日(火)(必着)
まで〒010-8515下北手桜字守沢46-1
秋田経済法科大学総合研究センター
シティカレッジ係tel(836)6592

会員の持ち寄り品のほか、杉の木園
の手作りクッキーなども出品します。
日時／４月23日(日)午前10時～
会場／大町の秋田ニューシティ１階
インナープラザ
●問い合わせ　国際ソロプチミスト
秋田の粂川さんtel(846)2618

広報クイズ●正解者には、抽選で10人に
「図書カード1000円分」をプ
レゼント！　さらに抽選に外
れたかたの中から10人にスギ
ッチグッズをさしあげます。
気ままなひとことをそえ

て、ご応募ください。広報
クイズは、毎月16日号に掲載。

上下水道局のマスコットキャラクター
の名前が決定。本名は「水乃環太朗(み
ずのかんたろう)」。愛称は？

はがき、ファクス、Ｅメールに、答えと住
所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号を書
いて、４月26日(水)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報課
ファクス(866)2287
Ｅメール ro-plpb@city.akita.akita.jp１

２

応
　
募
　
方
　
法

※答えは４月１日、16日号の｢広報あきた｣の記事中に！

164

市では４月１日、まちの活性化策を総
合的に考える「●●活性化推進本部」
を設置しました。●に入るのは？

※Ｅメールで応募するかたは、件名を「広
報クイズ」としてください。
※当選した際、氏名の掲載を希望しないか
たは、氏名と一緒にペンネームなどをお
書き添えください。

＊３月のクイズの当選者は
13㌻に掲載しています。

グラウンド・ゴルフ交
こう

流
りゅう

大会
たいかい

催し物

伝説
でんせつ

と花
はな

の高
たか

尾
お

山
さん

散策会
さんさくかい

赤れんが
郷土館
企画展

赤れんが郷土館tel(864)6851

「福岡日々新聞主催　遊覧団体歓迎
記念　秋田名物竿燈」

赤れんが郷土館が所蔵する明治・大
正・昭和の絵葉書の中から、写真が珍し
い時代ならではの人物の様子や風景など
を紹介します。

４月22日(土) ６月25日(日)
赤れんが郷土館

大人200円 中学生以下無料
入 場 料

午前９時30分～午後４時30分
開館時間

問い合わせ
＊企画展の準備のため、４月17日(月)
から21日(金)まで臨時休館します。

佐竹氏歴史資料展

江戸時代初期から幕末に至る
までの約270年にも及ぶ秋田藩
佐竹氏の歴史を、佐竹史料館所
蔵の資料を中心に紹介します。

４月16日(日) ６月25日(日)
佐竹史料館
大人100円　高校生50円
中学生以下無料

観 覧 料

午前９時～午後４時30分開館時間

佐竹史料館tel(832)7892問い合わせ

「
佐
竹
義
宣
所
用
人
色

皮
包
仏
胴
黒
糸
縅
具
足
」

★入場無料★

さまざまなジャンルのアマチュアバンドがアルヴェ
に集います。司会はバリトン伊藤さん。５層吹き抜け
のきらめき広場に響く熱い演奏にご期待ください！　

問い合わせ 秋田市民交流プラザ管理室tel(887)5310

チャリティーバザー

岡
おか

田
だ

裕介
ゆうすけ

氏
し

講演会
こうえんかい

と
「バルトの楽園

らくえん

」上映会
じょうえいかい

４月30日(日)
午後１時～８時

アルヴェきらめき広場

広報あきた ４月16日号17
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日時／入門＝５月15日(月)から18日
(木)まで、午前９時30分～正午　基
礎・応用＝６月から来年３月までに
28回、午前10時～正午　会場／県
点字図書館　定員／先着40人
●申し込み　往復はがきに氏名、住
所、電話番号を書いて、５月６日
(土)(必着)まで、〒011-0943 秋田市
土崎港南三丁目2-58 秋田県点字図
書館　ボランティア養成講座係

tel(845)0031

電話相談員をめざすかたの研修です
が、どなたでも参加できます。心の
悩みと自殺予防をテーマに、医師や
カウンセラーなど専門家の講義。
日時／４月18日(火)から７月25日(火)
までの火曜日に14回、午後６時30
分～８時　会場／ジョイナス
受講料／１回1,000円
●申し込み　秋田いのちの電話
tel(823)0021(日曜日を除く、午前11
時30分～午後６時30分)

応募者多数の場合は抽選。
対象／幼稚園年長から小学６年生ま
での初心者　日時／５月から10月
までの土・日、祝日に10回、午前８
時～10時　会場／八橋テニスコー
ト　受講料／小学生12,000円、小学
生未満9,000円
●申し込み　はがきに住所、氏名、
電話番号、学校・学年、保護者氏名
を書いて、４月24日(月)(必着)まで、
〒010-0951山王六丁目1-1 秋田県
テニス協会事務局tel(863)2940

政治評論家で白鴎大学教授の福岡政
行さんが、日本の政治・経済・外交
の展望について講演します。無料。
日時／４月22日(土)午前11時～
会場／仲小路の明徳館ビル２階
●申し込み　秋田経済法科大学総合

研究センターtel(836)659２

日時／５月25日(木)から10月５日(木)
までに19回、午後６時30分～８時
40分　会場／サンパル秋田　定
員／55人　受講料／15,500円
●申し込み　往復はがきに講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て４月24日(月)まで、〒010-0921 秋
田市大町二丁目3-27 女性学習セン
ターtel(824)7764

対象／コールセンターに就職希望の
かた　日時／５月９日(火)から６月
30日(金)まで、午前９時～午後４時
会場／秋田技術専門校職業訓練セン
ター　定員／16人　受講料／無料
●申し込み　４月27日(木)まで秋田
県立秋田技術専門校tel(895)7166

■秋田育英奨学生 対象／４月に大
学・短期大学に入学し、１年生に在
籍するかた　募集人員／国・公立大
学105人、私立大学136人　貸与月
額／国・公立大学４万３千円、私立
大学５万４千円　貸与期間／４月か
ら本人の在学する大学(短大)の最短
修学年限　申込期限／４月26日(水)
■すこやか奨学生 対象／第３子以
降のかた、またはその兄弟姉妹で、
４月に大学・短期大学に入学し、１
年生に在籍するかた　募集人員／
250人　貸与月額／３万・４万・５
万・６万円の中から選択　貸与期
間／４月から本人の在学する大学
(短大)の最短修学年限　
申込期限／５月12日(金)
●申し込み　募集要項、申込書を請
求のうえ(財)県育英会tel(860)3552

子ども会のみんなで、大森山公園を
きれいにしませんか。参加者にはジ
ュース、動物園の乗物券(当日有効)
をプレゼント。保護者には入園券を
さしあげます。直接集合場所へ。
対象／小学生以下のお子さんと保護
者　日時／４月29日(土)午前８時30
分～10時(受付は８時から) 集合場
所／大森山グリーン広場駐車場
●問い合わせ　生涯学習室

tel(866)2245

日時／毎月第２日曜日午前６時30
分～　集合場所／秋田港のベイパラ
ダイス前
●問い合わせ　秋田港をキレイにす
る会の高橋さんtel(845)7479

日時／５月４日(木)午前６時集合
集合場所／秋田市役所駐車場
会費／500円
●申し込み　秋田清掃登山連絡協議
会の大山さんtel(868)3246

市内の老人施設のお手伝いをしてく
れるかたを募集します。18歳以上で
自家用車を使用できるかたが対象。
活動は月２、３回、１回２時間程度。
●申し込み　(社)秋田県高齢者介護
支援協会tel(863)2612

民事、刑事、家事、少年、交通事故、
人権などの問題について、弁護士、
秋田地方検察庁職員、秋田地方法務
局職員が相談に応じます。
日時／５月２日(火)午前９時30分～
午後４時(受け付けは午後３時まで)
会場／秋田地方・家庭裁判所
●問い合わせ　秋田家庭裁判所事務
局総務課tel(824)3121内線207

み
ん
な
の
情
報

案 内

市し

民
相
談
室

み
ん
そ
う
だ
ん
し
つ

の
無む

料り
ょ
う

相
談

そ
う
だ
ん

相談の種類 相談日 時間 定員など

要
予
約

予
約
不
要

法律
新屋支所

登記
人権・困りごと
行政書士
行政

遺言・相続

５月２日(火)・18日(木)
５月11日(木)
５月９日(火)
４月27日(木)、５月11日(木)

５月16日(火) ９：00～12：00

各日
先着８人

先着６人

当日、直接、市
民相談室にお越
しください。
相談の順番は、
当日、抽選で決
定します。

各分野の専門家が相談に応じま

す。相談場所は、市役所１階の市

民相談室。法律相談は新屋支所で

も。法律相談と登記相談の電話予

約は４月25日(火)午前８時30分か

ら各会場で受け付けます。

年金・社会保険 ５月12日(金)
５月10日(水)
５月８日(月)

13：00～16：00

13：00～16：00
13：00～16：00

13：00～16：00

14：00～16：00
９：00～12：00

市民相談室 ９：00～12：00

市民相談室tel(866)2039
新屋支所 tel(888)8080

問い合わせ

市民相談室

市民相談室

相談場所

税務 ５月16日(火) 13：00～16：00
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講師は進藤義声さん、千葉美子さん、
浅野和子さんほか。受講無料。
日時／５月11日(木)から10月26日(木)
までに12回、午後６時30分～８時
会場／民俗芸能伝承館
定員／先着100人
●申し込み　４月20日(木)から民俗
芸能伝承館tel(866)7091

藩政時代から受け継がれてきた秋田
万歳を学びます。受講無料。
日時／５月23日(火)から７月11日(火)
までに６回、午後６時30分～８時
会場／民俗芸能伝承館
定員／先着30人
●申し込み　４月20日(木)から民俗
芸能伝承館tel(866)7091

対象／30歳代までのかた　日時／
５月13日(土)午前10時30分～午後３
時30分、22日(月)午後６時30分～８
時30分　会場／サンパル秋田　定
員／先着15人　材料代／500円
●申し込み　４月19日(水)午前９時か
ら勤労青少年ホームtel(824)5378

各公民館管内にお住まいの60歳以
上のかたが対象です。
■シルバーカレッジ東部
日時／５月10日(水)から来年３月７
日(水)まで月１回、午前10時～正午
会場／東部公民館　定員／50人(応
募多数の場合は抽選)
●申し込み　往復はがきに住所、氏
名、性別、生年月日(年齢)、電話番
号を書いて、４月27日(木)(必着)ま
で、〒010-0041秋田市広面釣瓶町

13-3 東部公民館シルバーカレッジ
東部担当tel(834)2206
■南星大学
日時／５月11日(木)から来年３月ま
での原則第２木曜日、午前10時～
正午　会場／南部公民館ほか
●申し込み　南部公民館

tel(832)2457
■北部高齢者大学
日時／５月17日(水)から来年３月まで
に11回、午後１時30分～３時　会
場／北部公民館　年会費／2,000円
●申し込み　４月28日(金)まで北部
公民館tel(873)4839
■土崎公民館しおかぜ大学
日時／５月30日(火)から来年３月ま
でに11回、午後１時30分～３時30
分　会場／土崎公民館、将軍野・寺
内・外旭川地区コミュニティセンタ
ー　年会費／2,000円
●申し込み　５月19日(金)まで土崎
公民館tel(846)1133

施設見学、健康体操、料理など。
対象／飯島地区の女性　日時／５月
10日(水)から来年２月までに８回、
午前10時～正午　会場／飯島地区
コミュニティセンターほか
●申し込み　５月１日(月)まで北部
公民館tel(873)4839

時間はいずれも午前10時～正午。
詳しくは南部公民館tel(832)2457
■ミセスセミナー大住 中高年の健
康など。５月15日(月)から12月まで
月１回、大住地区コミセンで
■南部女性セミナー 「すこやかな
暮らしのために」をテーマに学びま
す。５月17日(水)から来年３月まで
月１回、南部公民館ほかで

久保田城跡探訪 ５月12日(金)・19
日(金) 千秋公園の石碑を訪ねて

５月24日(水)・26日(金)
時間／午後１時30分から　会場／
ジョイナスと千秋公園　定員／各
30人　テキスト代／500円
●申し込み　４月19日(水)午前９時
から佐竹史料館tel(832)7892

「伊頭園茶話」や石井露月資料の解
読のほか、県立博物館、佐竹史料館
などを訪ねます。受講無料。
日時／４月から来年３月まで毎月２
回、午後１時30分～４時
会場／雄和図書館　定員／先着30人
●申し込み　雄和図書館

tel(886)2853

対象／初めて手話を学ぶかた
日時／５月10日(水)から８月９日(水)
までの水・金曜日に20回、午後１時
30分～３時30分　会場／県心身障
害者総合福祉センター(旭北栄町)
定員／40人(応募多数の場合は抽選)
テキスト代／1,500円
●申し込み　往復はがきに氏名(ふり
がな)、住所、電話番号、受講理由を
書いて、４月27日(木)(必着)まで、〒
010-0976八橋南一丁目8-2 秋田市
身体障害者協会tel(866)1341

目と耳の両方に障害のあるかたの介
助方法を学びます。受講無料。
対象／受講後、通訳介助者として活
動できるかた　日時／５月27日(土)
から７月16日(日)までに８回、午前
10時～午後３時　会場／県心身障
害者総合福祉センター(旭北栄町)ほ
か　定員／30人
●申し込み　５月12日(金)まで秋田盲
ろう者友の会事務局tel(895)5201

視覚障害者のための点訳や音訳など
の技術を学びます。教材費自己負担。
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ここは千秋公園のお堀の下あたり！　秋田中央道路(全長2.4km)は平成19年９月開通予定です
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